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それでは,接線に関する重要問題を 4問紹介しよう

例 題 5 2つ の曲線 υ=α″2+b

するとき,定数 α,み を求めよ

とυ=多が点←2, この点における接線が直交

考え方 ょうするに,2つ の曲線 υ=α″2+ι と

υ=多の“
=鹿における接線が直交していると

いうだけのことです.

y=αχ2+

0 /(■)==αノ十ら, g(″)=多 とおく

/′ (“)=2α″,θ
′
(″)=~2

2つの曲線υ=αノ十うとυ=ル の
“
=Vワ に

おける接線が直交するので,ノ
′
(V2)・ g′ (鹿)=-1

より,

2α√》
(―ダ号)=L

また,/02)=:よ り,

:=2α +ι

∴ α =
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一２〓α を代入して,b=一 :

″注  「2直線が直交するとき,傾 きの積が -1
になる」ことは 2直線が ,軸 ,υ 軸に平行な場合

は成立しません この問題ではそんな状況にはなら
ないのですが,一言述べておいた方がより丁寧で

しょう_

の注 υ=α″2+ぅ とυ=島 は共にυ軸対称

なグラフなので,点 ←り,:)で交わるならば,点

(―
Vり, :)でも交わり, この点における接線も直

交します.

例 題 6 2曲線 υ=α″3と υ=31og″ が共有点をもち,その点における 2曲線の接線が一致して

いるとき,定数αを求めよ また,そ の共有点における接線の方程式を求めよ

考え方 け =/(″ )と υ=g(″)が ″=pに
おいて共通接線をもつJと は,それぞれのα=′

における接線が一致することを意味します 接線は
通る点と傾きで決まるので,″ =pに おけるυ座

υ=31og″
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標と傾きが等しければよいのです つまり,
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υ=/(″ )と y=g(″ )が ″=pに おいて共
通接線をもつ
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共有点は 2つの式を連立して求めますが,今回の
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場合,α″3=31og″ を解いてχを求めることはで

きません よって,共有点の ″座標をつとでもお
いて考える必要があります

0/(″ )=α″3,σ (″)=31og″ とおく 共
有点のα座標を″=夕 とおく

/(p)=θ (p)ょ り,αp3=31og p .①

スの=バのよ先 げ =:…②
② より,α夕
3=l ① に代入して 1=31og,

ょって,p=σ : p3=ク なのでα′=1よ り,

考え方 2つ のグラフを図示すればわかりますが,

共有点での接線は一致しません.こ の場合の「共通

接線」とは「接点が異なるが接線は同じ」というこ

と したがって,y=ノ 上の″=pに おける接線
と,υ ==÷ 上の″=9に おける接線とが完全に一

致するので,2つの接線の式の係数を比較すること

になります

0
υ=″2の ″=pに おける接線の方程式は,

υ_p2=2p(″ _p)  ∴υ=2p″ _沙2.¨①

υ=÷ の″=gにおける接線の方程式は,

υ―:=一 歩
(″-9) ∴υ=一

歩
″十
:…
②

① と②が一致するので,係数を比較して,

2p=_歩 , 一p2=る

α =:

1

あとは,y=31og″ の″=0]に おける接線の

方程式を求めればよいので ,
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これらを解いて,p=-2,9=― :
したがって,求める接線は,υ =-4″ -4
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の共通な接線の方程式を求めよ

例 題 8 点 P(α,0)か ら曲線 υ=αο″に接線が引けるための条件を求めよ
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′l)のう`  考え方 υ=″〆 がどのような形のグラフなの
■1"か分からなくても解けます (も うすぐ書けるように
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O υ=″Or上の点 (`,′グ)に おける接線の
方程式は,υ

′=″′〆 +″ (Or)′ =〆 十″〆 より,

υ=(グ +ι〆Xχ ―′)十 ′〆

これが点 (α,0)を通るような
`が
存在すればよ

い つまり,(グ +′〆)(α 一″)十
`グ

=0を 満たす

`が
存在するための条件を求める

グキ 0よ り,(1+′ )(α 一′)十
`=0.整

理する

と,ι2_α′_α =0
これは′についての 2次方程式なので,こ の 2次

方程式が実数解をもつための条件を考えればよい

つまり,D≧ 0が求める条件である

よって,(一α)2+4α ≧0よ り,α ≦-4,0≦ α


